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Rで学ぶ統計学入門 

第 1版 第 1刷 正 誤 表 

2017年 8月 9日現在  

赤字: 2023年 10月 14日追記  

頁 図番号など 誤 正 

p.79，81，87，91，93，

94，101，110，147，

149，161，165，169，

174，177，181，184，

186，188，190，192，

240，243，263，264，

265，267，269 

ファイルの場所の記述方法を絶対パスから相対パスへ変更．絶対パスおよび相対パスについては，別紙 PDF“p77-81 修

正後（Rで学ぶ統計学入門）”の p.78，79を参照． 

例（p.79）"C:/Users/Shimada/Desktop/Table6-3_stron.csv", header=T  →  "table6-3.csv" 

（誤）                          （正） 

16 図 2・4 ・ （箱の上端－四分位×1.5）の 

・ （箱の下端－四分位×1.5）の   （2箇所） 

・ （箱の上端－箱の高さ×1.5）の 

・ （箱の下端－箱の高さ×1.5）の   （2箇所） 

18，

19 

黄色マーカーの箇

所 

別紙PDF“p18-19修正後（Rで学ぶ統計学入門）”を参照． 

修正箇所を黄色マーカーで示す． 

65 (5・7)式 右辺分母一番右の ns 右辺分母一番右の n2 

69 図 5・7の図ネーム （a）実線が平均�̅�＝0，…点線が�̅�＝2…（b）実線が平均

�̅�＝0，…点線が�̅�＝1… 

（a）実線が平均A＝0，…点線がB＝2…（b）実線が平均A

＝0，…点線がB＝0.1… 

70 上から 6行目 …t検定を実行すると，P＝0.43となり，差がないと判断

されるものの，… 

…t検定を実行すると P＝0.43となり，差があるとは判断さ

れないものの，… 

77～ 

81 

黄色マーカーの箇

所 

別紙PDF“p77-81修正後（Rで学ぶ統計学入門）”を参照． 

修正箇所を黄色マーカーで示す． 

79 下から 4行目 sum((d1[(n*(i-1)+1):(n*i))]-mean sum((d1[(n*(i-1)+1):(n*i)]-mean 

79 下から 2行目 sum(n*(mean(d1[(n*(i-1)+1) :(n*i))])-mean sum(n*(mean(d1[(n*(i-1)+1) :(n*i)])-mean 

98 表 7・1 タイトル 学生寮の快適調査の結果 a) 学生寮の快適度調査の結果 a) 

105 下から 7行目 among.SS <- 10*(mean(y[1:10]-Y.… among.SS <- 10*(mean(y[1:10)])-Y.… 

128 上から 13行目 …回帰直線への適合度が高い図 9・2(b) のデータセット… …回帰直線への適合度が低い図 9・2(b) のデータセット… 

131 図 9・3 

 

 

グラフ横軸の目盛を左の 

ように修正． 

152 上から 4～8行目 ＝3 （6箇所） ＝2 （6箇所） 

154 ページ下部の囲み 囲みの中の最初に右の 2文を追加（logLの上） set.seed(123) 

 d <-rpois(50, lambda=3) 

154 下から 1行目 1 行目は対数尤度を総和するユーザ作成関数であり，3 行

目は… 

3 行目は対数尤度を総和するユーザ作成関数であり，5 行目

は… 

165 下から 5行目 …, offset=log(w_area), …, offset=log(d$w_area), 

170 本文下から 2行目 identitiy)) "identitiy")) 
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頁 図番号など 誤 正 

228 ページ下部の囲み 囲みの中の最初に次の 2文を追加（var.test(dA, dB)の上） 

dA <- c(10.3,10.6,10.9,10.9,10.9,11.0,11.2,12.0,12.0,12.5,12.6,12.6,14.2,14.6,15.0,15.6) 

dB <- c(12.1,12.1,12.2,12.4,12.4,12.6,12.7,12.8,12.9,13.0,13.0,13.0,13.0,13.4,13.5, 

 13.6,13.7,13.7,13.9,13.9,13.9,14.0,14.0) 

229 ページ上部の囲み library(car) 

d < - read.csv("C:/Users/mshimada/Desktop/ 

 Natori_13_non-para(2).csv", header=T) 

library(car) 

d < - data.frame(score=c(dA,dB), 

 group=c(rep ("a",16),rep("b",23))) 

229 ページ下部の囲み library(NSM3) 

dA <- d$score[d$group=="a"] 

dB <- d$score[d$group=="b"] 

pFligPoli(dA,dB,method=NA,n.mc=10000) 

library(NSM3) 

pFligPoli(dA,dB,method=NA,n.mc=10000) 

 

（2行目と 3行目を削除） 

230 ページ中央の囲み library(lawstat) 

dA <- d$score[d$group=="a"] 

dB <- d$score[d$group=="b"] 

brunner.munzel.test(dA,dB) 

library(lawstat) 

brunner.munzel.test(dA,dB) 

 

（2行目と 3行目を削除） 

242 ページ上部の囲み 1行目： cor.test(d$b, d$a) 

3行目： data:  d$b and d$a 

1行目： cor.test(d$a, d$b) 

3行目： data:  d$a and d$b 

245 (13・24a)式 
∑ 𝑡𝑌＝ 

∑  (𝑡𝑖
3 − 𝑡𝑖)

12
 ∑ 𝑡𝑌＝ 

∑  (𝑢𝑖
3 − 𝑢𝑖)

12
 

245 上から 6行目 である．tiはタイグループでの… である．tiまたは uiはタイグループでの… 

253 下から 9 行目，お

よび脚注 

WinBUGS JAGS 

267 ページ下部の囲み 2行目： xについて昇順にして dに格納すること 左の一文を削除 

267 ページ下部の囲み 囲みの中の result <- lm(d$y~d$x)の上に右の 1文を追加．      d <- d[order(d$x),] 

268 ページ上部の囲み 

下から 5行目 

y.plot<-predict(x=seq(70,115,0.1), result, 

interval="confidence") 

y.plot <- predict(x=d$x, result, interval=" 

confidence") 

275 上から 10行目 9）久保拓哉 著… 9）久保拓弥 著… 

 


